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〔研究資料JI原風景」に関する一考察
一一アメリカ人の「原風景」をもとに一一
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はじめに
「原風景Jという言葉は、聞きなれない言葉である。
「原一一」とは“もとの一一"を示すが、とすると、
「原風景」とは“もとの風景"ということになる。それ
では、何の“もと"を示すのであろうか。
人にはだれしも子供時代、少年少女時代があり、その
時代の風土に根ざした想い出がある。その景観や十背景の
うち、幼少期の単なる記憶や想い出としてではなく、成
人後の生活に於いてもふとしたときに、あるいは苦しい
ときや悲い、ときに、たびたび思い出される底慣やイメー
ジを、多くの人は持っているのではなかろうか。また常
に意識しているとは限らないが、心のよすがを支え、安
定感や安息感などの源となっているイメージを、心のど
こかに深く刻み込んでいる人は、多いのではなかろうか。
現在までの研究に於いては、上記のような意味で、人
聞の存在の“もと"となっているような風景の事を、
「原風景」と呼んできたようである。しかし、その定義
や捉え方は、研究者の目的により微妙に異なっている。
ここでは、現在までの研究をもとに筆者の捉える「原風
景」を明らかにし、さらに筆者の研究結果のひとつにつ
いてまとめてみたい。
いわゆる「原風祭」について
I原風景をめぐる緒論
まず、 「原風景」についての緒論のうち、主なものに
ついてその要旨をまとめる。
奥野1)は、「原風景」は“自己形成空間のつくる心の
イメージ"であるとし、幼年期と青年期に形成されると
述べる。そして、 「原風景」が作家における造形力の源
泉になっているとして、代表的作家の原風景とその作品
との対応が示されている。自らの体験からは、原っぱや
洞窟が心の深層にかかわるイメージを提供しているとし
た。さらに、“「原風景」にも個人的な固有の 「原風景」
と、民族や風土ごとにある共通した「原風景」を考える
こともできそうである"と、人閣を深い視点からみてい
る。
岩田 2)は、「原風景」を“幼児の風景、忘れようとし
ても忘れられない風景、ことあるごとにそこに立ち帰り、
自らを力づけてくれる風景"としており、大学生の回答
から「原風景」の構造を捉えようとしている。その結果、
「原風景」には共通して、(1)ミクロコスモスとしての故
郷が描かれ、その象徴としての小さい生き物があらわれ
ること、 (2)その背景として、展望される自然、個性的な
色と匂いの世界が広がっていること、 (3)これらの2つの
要素を 1つの風景に結びつけている恐れ、驚き、不思議、
あるいは衝撃の存在がみられる、としている。
さらに高橋，)は、フロイトの精神分析の用語である
「原光景」と対比させて、「原風景」の特徴を促えている。
つまり、“原光景が没個人的な他動的性格であるのに対
し、原風景は万人に共有されながらもその個人性、能動
性が強調される"と述べ、さらに、「原風景」はもとも
と “自然に発する"ものであるが、 (1)個人の様々 な恩い
出、その愛憎がふたつながらに同時に具有され集約され
ている嵐長であり、 (2)単なる過去の一風景であるばかり
でなく、いつか再び自分の身をその中においてみたい未
来の一風景である、心に抱くものの創造の産物だ、とし
ている。
勝原叫は、奥野の影響を受けて、「原風景」には純粋
、 、 ，
?
??、
-458- 人間福祉学
個人のものの他に、「国民的原風景」と呼ばれる物が重 つまり自然現象に映し出されることによって、人間の意
層的に共存しているのではないか、と述べる。そして、 識にキャッチされるようになるJつまり、“外界のバター
「国民的原風景」の代表例として、水稲農耕民である日 ンとの一致"を通して、認識されるのである。そして、
本人のそれは、農村の風景である、とする。 r元型Jは“最も個人的な生活の中で"働いているため
関根5)は、自分が意味する 「原風景」とは、人の心の に、 “意識化され、知覚されると変えられてしまうもの
中に蓄積されている様々な風景の中で、とりわけ深〈刻 であり、しかもその内容をキャッチするそれぞれの個性
み込まれているものを示すものだとした上で、 “それは 的な意識による意味づけに従って変えられてしまう"も
単に自己の内に受動的に認識されているというもの以上 のなのである。
に、能動的圧力(外界への働きかけのカ)を内包してい 「元型」が人格化されると、影、アニマ、 アニムス、
るらしい。原風景は(個人による)生活空間の創造に対 老費者などとして表されるが、それが近索、中景、背景
して深く関与するといいたい"と述べる。 を含む一つの風景として表されたものが、 「元風景」で
以上の「原風景」論からは独立的に、九学会連合の共 あると考えられるのではなかろうか。というのが、筆者
同課題「日本の風土」に心理学の立場から接近する可能 の 「原風景」に対する考えである。つまりイ原風景」
性を探るために、星野 ・長谷川が「原風景」の研究を行 のもとになる「元風景」のイメ ージは無意識に存在し、
ない、その報告別をしている。その研究は、 「原風景」 それと外的環境とがぴったり出会ったときに、その外的
の意味と機能を知るために行なわれており、その結果、 現実をもって 「原風景」と して表現される。またそれは、
「原風景」は、“本人になっかしさや大切さを感じさせ 個人的生活の中における体験を通して意識されるので、
るほかに安らぎや心のより所を与え、さらに明日への活 表現される 「原風景」の姿は、個人により、また風土に
力、自らへの励ましを与えてくれる場合のある"もの より異なったものとなる。しかし、そこには共通したイ
だと述べている。 メージが流れている。"というのである。
間回りは、“箱庭の作品自体が原風景であると主張し そう考えると、いろいろな立場の研究者により捉えら
たい"と述べる。さらに、岩田の原風景の定義に対して、 れた、「原風景」の嫌々な姿も、複雑な形をした一つの
“これらの定義は、個人の体験を重視したものであるが、 ものを、異なった側面からみたときの姿にすぎないと、
さらに、各個レヘに共通した原風景があろうと思う。" “箱庭 考えることができる。
を制作することは、このような原風景を探しもとめてい 今一度、諸氏の 「原風景Jについての摘写を振り返っ
ると考えることもできるし、作品ひとつひとつが原風景 てみると、奥野が「原風景jは“自己形成空間のつくる
であり、それらを確認していくために、作品として制作 心のイメージ"であるとし、それが、作家における造形
しているともいえよう。"と述べる。又、風景構成法に 力の源泉になっていると言い、また“「原風景を」にも個
ついて述べる中で、“意識によって、 一番しっくりくる 人的な固有の 「原風景」と、民族や風土ごとにある共通
風景が構成されるとき、意識と無意識の投影との間で、 した 「原風景」を考えることができそうである"と言う
おりあいがついたことであり、そこに、その人のひとつ のも、うなづける。岩田の“恐れ、驚き、不思議、ある
の安定が得られたと考えられると思う。"という。 いは衝動の存在がみられる"というのも、 「原風景j は
n r原風景Jの定義 単にみたことのある風景ではなく、そこには何らかの自
以上のように、いろいろな立場から捉えられる 「原風 分の体験がある、ということを示すものである。高橋の、
策」の姿は、様々である。ここでは、筆者が筆者なりの “原風景は万人に共有されながらもその個人性、能動性
立幼から捉えた「原風景」について、まとめてみたい。 が強調される"ということや、勝原の“「原風景」には
一言で言うならば、筆者は“「原風景Jとは 「元風景」 純粋個人のものの他に、 「国民的原風景」と呼ばれる物
のことである"と考えている。 「元」の文字を用いるの が重曹的に共存しているのではないか"ということは、
は、ユングの言うf元型」の考え方によっている。 「元 万人に共通する無意識も外界のものに投影されて意識化
型」とは、フロイトの言う、個人的無意識より深い層に されるときに、意味づけする個性によって相違が生ずる
ある、人類に共通の、太古の記憶につながる、普遍的無 ことを考えれば、閉じ事を異なった表現で記したことに
意識の騒を織成しているものである。そしてそれは、ユ すぎなくなる。また、高橋の言う“単なる過去の一風景
ングの言葉引 をかりれば、人聞の活動のきっかけとバター であるばかりではなく、いつか再び自分の身をそのゆに
ンを決定する“本能行動を導く パターン"であると考え おいてみたい未来の一風景である"ことや、関根の“そ
られ、無意識的なものではあるが“投影の方法によって、 れは単に自己に内の受動的に認識されているというもの
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以上に、能動的圧力(外界への働きかけのカ)を内包して
いるらしい。"ということも、元型が人間の活動のきっ
かけとパターンを決定するものであることから考えられ
る、人間の行動の一つを描写したことになると恩われる。
ところが、今までに考えられてきた 「原風景Jと、筆
者の考えるそれとの矛盾点も指摘される。筆者の考えを
もとにすると、元型を表すものがアニマ ・アニムスなど
いくつかあるように、「原風景」も一つには限らないこ
とになるのであるが、それについての指摘は諸氏の定義
の中には見あたらなし、。どちらかといえば、 「原風景」
は一つであるかのように議論が進んでいると恩われる。
また、諸氏の捉える 「原風景」は幼少期に形成され、ポ
ジテイプなイメージのものであり、“羽根布団のような
風景"叫と形容されてもいる。しかし、筆者の考えによ
れば“無意識の中のイメージと、外的環境とがぴったり
出会ったとき"に形成されるのであるから、幼少期に形
成されることは多いかもしれないが、必ずしもその時期
に形成されるとは限らなくなる。そして、体験はポジテ
イプものに限らないので、 「原風景」のイメージも様々
であるはずである。
なぜ、これらの矛盾点が生じてきているのであろうか。
その理由として、諸氏は筆者の考える 「原風景」の一面、
つまりポジテイプな面を、「原風景」 そのものの様に考
えていたのではないか、ということが考えられる。だか
ら、最もよく思い出されるもの一つについて、調査すれ
ば充分であったのであろうと推測できる。もしくは、風
景一つだけについて調査したために、このような結果に
なったのだと考えることもできる。そして、ほとんどの
人がポジテイプな 「原風景Jを回答したので、「原風景」
とはポジテイプなものである、ということに落ちついて
いったのだと恩われる。また形成の時期についても、幼
少期の事を振り返って思い出すものには、なつかしさが
込められてポジテイプなものになり易いということで、
折り合いがつくことになる。もし、よく思い出される風
景をいくつか回答してもらい、調査すれば、 「原風景J
も異なったように捉えられたのではないかと恩われる。
しかし、大きく取り上げて考えられてはいないが、諸氏
の研究資料の中にもネガテイプな 「原風景」がいくつか
回答されている。それに対して星野 ・長谷川叫は “原風
景とその様々な想起内容には、 一方で忘れようとしても
忘れられない量豊かな自らを力づける源泉のような肯定的
な性質をも った側面が指摘されているとともに、他方で、
恐れや不安や奮しみといった否定的な性質をも った側面
とが、 二つながらにあることの指摘"をしている。そし
て “このような否定的 「原風景」は、たまたまある子供
???
が特定の自然や生活環境に出会ったり、 「事件Jに巻き
込まれたことによって印象づけられるのか、それとも同
じ自然条件、生活環境、 事件に遭遇しでも、特定の子供
だけが、その風景 ・情景を否定的に印象づけるのか、疑
問を提起することができょうJ と述べている。また、
関板川も 「原風景」の描写に 「家」が多く用いられるこ
とを考察する中で、“資料を提供してくれた学生はお し
たEベて、家族の暖かい愛情につつまれたいわゆる幸せな
家庭で育っている。家の持つ暖かさはそこから生まれて
いるように恩われるが、それならば、そうした家庭を持
てなかった子供において 「家」がどう描かれるものか、
という大きい課題が残されている。 ・・・(中略)・・母と
の対象関係獲得を果たせないような不幸な家庭に育つケー
スを一つの極として想定しておくことは、原風景を論じ
る現代的意味を強化し砿大するように恩われる。そのと
き、その人は何を拠点のイメージに して生きていくのだ
ろうか。"と問題提起している。しかし、それらの 「原
風長」に対する位置づけが、明らかにされていないのが
残念である。そして、いわゆる否定的な 「原風景」は少
数派として考えられてきているが、これらも筆者の定義
する「原風景」の範鳴に納まるものと恩われる。
アメリカ人の 「原風景」について
以上のような 「原風景」に対する考えに至るには、諸
氏の研究に加えて、筆者自らの2つの研究が貢献してい
る。その一つは、アメリカ人の 「原風景jについてのも
のであり、以下のようなものである。
I目的
この研究は、関線の研究に影響を受けて行なったもの
である。それまでの資料が学生から得られた物に限られ
ていることから、関根ゅは、“今後壮年、老年の方々の
原風景を資料に加えたいと思っている。それによって一
般性を地し、深さを与えることができるであろう。.. . 
(中略)・・もう一つ今後の課題として強い興味を覚える
のは、異文化に属する人たちの原風最との比較である。...
(中略)・・この原風景の通文化的研究は、原風景という
概念を、いまよりずっと豊かに幅広くするにちがいない
と期待している。"と述べている。この点に関する資料
を得るために、筆者の短期のアメリカ旅行を利用して調
査をし、分析 ・考察を試みたものである。
E研究の方法
1対象者・ 調査日時 ・手続き
1987.12-19回 lにかけて旅行した時に、筆者の友達
に協力してもらって、その知り合いに調査表を配布し、
郵送などにより回収した結果、アメリカ合衆国 ・モンタ
(3) 
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ナ州・Libby市の住民33名が、対象者となった。その 所により、「原風景」の描写になんらかの影響が生ずる
うち男性 12名・女性は21名であり、年齢については10 可能性を想定して、設けられたものである。しかし、引っ
代6名・20代9名・30代 l名・ 40代10名・ 50代3名・60 越しの年紛について設聞を設けなかったのが、今にして
代2名・70代l名・80代l名と、幅広い年齢層に渡ってしゅ。 みれば残念である。
2調査技法 得られた回答から号|っ越し経験についてまとめたのが、
調査に用いた技法は、以下の通りである。 表2である。この結果から、アメリカ人の号|っ鍾しにつ
①回答者調査表(年齢 ・性別 ・出身地・居住地など
5項目:無記名) 表2 引っ越しについて
②半構成的質問紙法(風景の描写:自由回答)
調査を行なう際に最も困難だったのは、「原風景」の
概念を英文に翻訳することであった。関根も指摘してい
るが、余りに説明が多いとかえって被調査者に枠を与え
てしまう恐れがある。しかし説明不足では、その概念、は
伝わりにくい。結局は、指導教官の指導のもとで、表 l
の調査周紙を作成した。しかし、「原風景」の概念がど
の様に理解されたかということについては不明であり、
ここで一様に 「原風景」に関する資料として活用して良
いものであるかどうかには、疑問が残る。
表1r原風来」鯛査用紙
1 want to know American “Archetypal Land-
scape" for a study in University 
“Archetypal Lnadscape" is a kind of symbo-
lic landscape which is stored in one's mind 
or memory， and means terminus aquo and 
terminus adquem for one's individual identity. 
Well， itis only for a study， 1 won't use this 
for other aims， so please answer next ques-
tions flankly. 
① Age: 
② Sex: 
③ 
④ 
⑤ 
) years old 
female male 
Place where you were born : 
Place where you live now : 
Have you experienced a move?: yes， no 
If you have， how many times， and from 
where to where? 
( ) times 
⑥ If there is any image of landscape as some-
thing in the depth of your mind， plese write 
about its view in detail. 
3分析の方法
「原風景」の内容に関する質問は、自由回答に限られ
ていたので、数量的処理は行なわず、内容分析により、
「原風景」の内容分類・具体的な回答を用いての質的特
徴の指摘 ・考察を行なった。
E調査結果
1引っ越しについて
引っ越し経験についての質問は、引っ越しの回数や場
被調査者 平 均 年齢
平均年齢 引っ越し回数 引っ越し回数
男 3 6 : 6 5. 7 6・5
女 3 1 : 0 5. 4 5 8 
全体 3 3 : 3 5.  6 : 0
いての一般論を導き出すことはできない。個人により、
また地織により嫌々であろうと恩われる。ただ、筆者の
数少ない経験や周囲の様子から考えれば、多くの日本人
がある特定の地援に定住する傾向にあるのに対して、被
調査者となったアメリカ人は、あちこちに移り住んでい
るという印象を受ける。最も多い人は、 60歳の男性で14
回以上(本人も数えられない機子)であった。24歳で12回
の人もいれば、一方で17歳でl回もない人もいた。
引っ鍾しについて得られた結果は上のものに限られる。
従って、引っ越し経験と「原風景Jとの関連についての
一般論には全く至ることはできなかった。しかし、以下
に掲げる 「原風景」の錨写の中で折りにふれて考えたい。
2 r原風景」の描写
「原嵐景Jの叙述をまとめたのが表3である。何人か
の人が自主的に素錨してくれたが、そのいくつかを図1一
図3に示す。 そして、以下に具体的な「原風景」の描写
o "，./¥ 
ふん
/ 
? ?
? ィ
?
?
?
? ?
? ?
? ?
?
?
、?
?
，
?
??
?
図1 r原風策J描写・ 22♀
(4) 
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表3 r原風景」の叙述のまとめ
年齢 登織する地名 自然景観 ・風景 主h品人物・動物 感 情 意味 ・機能
13♂ • tr回 sand mountains 
16♀ Low Geiger Lake • tbe lake int the middle of • fisb pea田ful
(8)牟 a valley .moo担 andher 
• waterfalls. f1owers， baby 
huckleberries 
17♀ • gr目 n，grassy hils “1 have never s田nbut 
(7) • big puffy white clouds I've had this memory of 
• big apple tr回 S landscape in my mind." 
• colorful f10、lVers
18宇 • the pla碑 fulof brilliant • ducks gef坦eand V町yspecial to her 
(1) ∞10目 fish 
• the lake surrounded by .moo担 anddeer 
trees 
18♀ • the mountains and tr回 S
behind our hou鴎
18♀ • the bay 
20♂ • the mountains in back of 
our hou艶
20♂ • snow covered mountains • wildlife 
with a river • many fish 
• pine tr田 S
20♀ • a view of a portlon of 
(9) tbe Alps in Switzerland 
• lake and mountains 
20♀ Western M. T. • buge moutains covered 
Glacier N ational witb snow 
Park • pine trees 
• high mountain lakes 
21♂ • a bay • 1 (艶eing)
22♀ • a winding river • children 
• a full moon (playing) 
• snQW回 P開dmountains 
• a sandy beach 
24♂ • a f orest of evergr嶋ntr舵 S • birds 
with mountains • squirrels 
25♀ . f1athead lake 
26♀ • a valley with a combina- -farm animals 
tion of p踊 tureland prime (cows， horses， and 
timber chikins) 
• snow cap伊dmountaions 
• a few log cabin 
• a river or a creek 
32♀ • a valley with mountains 
• a river 
.In summer 
42♂ . f1atbead lake • 1 pea田ful
(5) 
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42♀ Glacier N ationaJ • the high mountains cover・ • d田r，moose， elk beauty and pea目
Park ed with snow and taJl be町 etc..
tr曽 s，cold blue lakes 
• waterfalls 
44♀ • a pastral scene : a grassy pea田fu wa口nthand pea田fulness
(6) meadowarea warm 
• the sun is shining 
46♀ • a lake at the bottom of • fish in the lake 
the mountains 
• even in summer there is a • 4-10 people on a 
slight bit of snow on the summer day 
mountains 
47♂ • high mountains with year-
(5) round snow on their tops 
. aJpine meadows 
• clear streams 
47♂ The Grand Teton • a Douglas Fir Tr偶 with • 1 and high school 
(10) lots of cones teacher 
47♂ • a place set at the edge of 
vally with mountains 
47♀ Kootenai River • wide paved str田t • meadowlarks pleasant 
(4) • snow covered mountains (singing) su叩rlse
49♂ l1inois • cornfields and flatland home 
(2) Sun Diego • warmpla四 whereone can “the pla偶 where1 want 
grow things without frost to see" 
49♂ • the cabinet mountain 
wilderness a問a
55平 (picture) • 1 and father 
56平 • the 0国師 • gulls “1 t takes rne hack to 
• the stil， rolling waves and my childhood." 
white caps 
59♀ Arizona • the rolling sandy hils al warmth 
covered with various kinds 。fcactus 
60♂ • straight Ocan • very few people ease “1 eacall 1 like， when 1 
• the d偶pwoods • antelope pleasure like，踊 1like. This is in・
• the bare plains • coyote fulen僧dby my moods 
• mountains and valleys ect... " 
• glacial cirgues 
69♀ Ohio home • tr田sin the front yard • 1， golfers， and It is connected to an 
(3) • golf co町田 father activity. 
Montana home • mountain， river， and field • ducks， ravens， and It is just a s碑 ne.
eagl四
70♀ • bare hils 
• brush 
• swelling hilIs 
80♀ midwestern United • groundfather's farm sur-
States rounded by tr田sand 
grain fields 
機 ( )内の番号は例に引用した番号を示す。
(6) 
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(アハ三、 / でーユぷ‘、ー、~----~二_/
ーーぐ'ーも ・・ ・ 一
図2 r原風景」 の描写 ・25♀
図3 r原風景Jの錨写・47♂
を内容毎にあげる。しかし、一人一人の摘写が必ずしも
各内容毎に分類されるわけではなく 、いくつかの内容が
そこに含まれていることをつけ加えておく。日本語に靭
訳するより、原文の方がその概念、も伝わり易いと思われ
るので、英文で紹介する。
a.自然の錨写
最も多かったのが、自然の描写であった。
(例1)18歳女性 ・引っ越し8回
In my mind， 1 envision a place that 1 love to 
visit and which is also very special to me. This 
place is ful of many brilliant colors. During 
the fal the trees turn from a green， to red then 
to a vivid gold.Among these gorgeous trees， 
stands a wooden lodge a 20 foot * 20foot 
building. The lodge has three windows that are 
pictured. These windows look at a lake. This 
lake ia larger than a football field.The lake is 
surrounded by trees to the left side and a road 
outlines the other side. In the water of the lake 
is a reflection of a crooked tree. This tree gives 
character and is a symbol to this place. The 
tree is a darkgreen when spring arrives and 
through out the summer. When fall， itsheds its 
needles to look like a bare old tree.The lake 
is home to many creatures. The ducks， geese 
and fish inhabit there. During the summer the 
moose and de巴rcome to the water's edge for a 
cool summer drink. In the winter， the lake 
??? ??
?
freezes and there are signs of deer crossing the 
lake in the snow that covers the ice. The scenery 
changes from season to season. The grass and 
lrees are new with growth in the spring. By the 
summer time， everything is ful. By winter， 
everything looks white and trees have lost their 
needles or leaves. This landscape 1 imagine 
changes from season to season， but 1 think that 
it its spectacular any time of the year. 
この資料は、全資料のうちの総合的なもののーっと思
われる。これは全文であるが、これほど詳しく錨写して
くれた人はいないし、多くの人が描写した “自然"の描
写の嫌 な々要素ー が、この文章の中に現われてくる。四季
の変化や、 野生の動物と湖などは、数多く描写されてい
-"、。
b.幼い頃に刻まれた風景
諸氏によって主張されている、「原風景」の定義の一
つに関係する摘写をあげる。
(例2)49歳男性 ・引っ越し 4回
. (cut).  .For me the city is never part of my 
vision though 1 spent 14 years in Chicago. Wheras 
Libby has been home for 20 years-the corn-
fields and flatland of Ilinois are home. That 
leads me to believe that where you spend your 
formative years is what remains ingrained on 
your minds record. 1 can not believe 1 would 
happy where it is totally flat， but stil the 
recurring vision is flat... (cut)... 
この例では意図的に、都会よりも田舎、また長く住ん
でいるところよりも幼い頃に経験した風景の影響力が強
調されいる。次の資料も見てみたい。
(例3)69歳女性 ・引っ越し8回
When 1 think back over all the places 1 have 
lived， most of the images engraved on my mind 
are of interiors rather than exteriors， with two 
exceptions : my Ohio home and my Montana 
home. This is interest to me because it is my 
first home， and my current home. 1 lived in 
Ohio home until 1 was sixteen， and every detail 
is vivid. 1 can plot each tree in the front yard: 
the elm close to the front windows.. (cut) .
Vivid also is the view from the windows of my 
present home in Montana. 1 can place each moun-
tain in order， the clear cut patches at their feet， 
the fields across the river... (cut).. The major 
(7) 
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difference between this last image and the one 
of my childhood home， however， is that the 
Montana scene is just that: a scene. However， 
almost every detail of the Ohio image is conected 
to an activity; 1 can almost see myself playing 
there. 
この資料では、現在の風景も生き生きとしているにも
かかわらず、 16歳まで住んでいたところの方が、印象深
いことが示されている。しかも、長い人生を振り返った
上で 「原風景」として語られる“幼い頃に刻まれた風景"
は、「原風景」の形成時期に関する重要な資料となる。
しかもそれは、“自分自身の活動と関係がある"という
のである。
しかし、その次に印象深いのが“現在の風景"である
というのは、何を表しているのだろうか。今は“現在の
風景"が「原風景」として語られていても、再び引っ越
すと今度はその地の風景が語られることになるのであろ
うか。それとも、“現在の風景"が、即ちモンタナの風
景が、たまたま「原風景」と呼ばれるにふさわしい要素
を稽びているのであろうか。そのいずれを示すのかは明
かではないが、“現在の(モンタナの)風景"も、数多
く語られていた。その例を次にあげる。
c.現在の風景
(伊IJ4) 47歳女性・引っ越し8回
The landscape that is a pleasant one for me 
from my childhood is of the street 1 lived on in 
central Iowa... (cut). ..My current vision is the 
scene of snow covered mountains in the back-
ground with the Kootenay River winding along 
below. 1 see this scene every day in Libby when 
1 go to town and it is never the same twice， 
with clouds and fog and rain and sun. It is 
always a nice surprise to see exactly what it 
will look like.. (cut)... 
ここでは、並列的に幼い頃に経験した風景と、現在の
(モンタナの)風景が描写されている。
(例5)47歳男性 ・引っ越し3回
The image of a landscape in my mind is of 
high moutains with year-round snow on their 
tops. There are alpine meadows part way down 
the mountains and the lower slopes and valleys 
have many trees. There are clear streams com-
ing down the mountains and flowing as clear 
ri vers in the valleys. 
この箔写は、モンタナの風景に似ていると恩われる。
(8) 
この描写の中には現われないが、山々の速なりを・・rolling
mountain"と表現し「原風景」の中に描写している
人は多かった。ホAontana"という名前は、"mountaiげ
からきているらしく、まさに州のほとんどがロッキ一山
脈に属するほどである。つまり、山々を中心とする風景
は、モンタナに特徴的な風景の一つであると考えること
ができるのである。実際に、自然の中でも山々(特に
mountains year-round snow on their tops)を中
心にした風景の錨写が多く、とすると、実際にモンタナ
州内のある地名をあげて「原風景」としている人もいる
ように、非常にモンタナの風景は「原風景」として取り
上げられ易い、という傾向にあることになる。これが、
“現在の風景"として、もしくは“モンタナの風景"と
してのどちらにより描写されるのかは、得られた資料か
らは明かにできない。しかし、“住めば都"という諺が
あるように、“現在の風景"が「原風景」になんらかの
影響を及ぼすかもしれない、ということも否定できない
と恩われる。
d.あこがれの風景
今度は逆に、日常の生活とはなじみのない風景に対す
る “あこがれ"を示すものである。
(例6)44歳女性 ・引っ越し4回
Although I've lived all my life in Montana 
where summers are short and winters are long， 
the image of a landscape which brings peace-
fulness in the depth of my mind is always of 
a scene in summer...(cut) 
(例7)17歳女性・引っ越し無し
When 1 close my eyes and think about land‘ 
scape， 1 see green，grassy hills gently rolling 
along as far as one can see.The sun is bright， 
warm， and shiny. A few big puffy white clouds 
dot the blue sky. There are four or five big 
apple trees loaded with red， juicy apples. Color-
ful flowers dot the hills between the apple trees. 1 
have never seen landscape like this in real life， 
but ever since 1 was litle and colored pictures 
like this scene 1 have had this memery of land-
scape in my mind 
これらはいずれも、モンタナの風土に反したものであ
る。議者の滞在した地繊は、 l年のうち約6カ月が冬で
あり、しかも冬の聞はほとんどが曇りで晴れ間がでるの
は珍しいという。そういう環境の中では、逆に太陽や暖
かさにあこがれるのであろう。関根の論文叫には、都会
で育った人の中に“あこがれの風景"として自然の描写
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をする人がいることが指摘されているが、同じ自然でも、
盛りより晴れ、冬より夏にあこがれるというのである。
次の資料は(例2)の続きであるが、実際に経験した風景
にあこがれの風景が侵入してくることが指摘されている。
(例2') 49歳男性 ・引っ越し4回
(cut)φ..Ironically the vision 1 wish to see is 
one that is coming to the forefront -a warmplace 
wher自 onecan grow things without frost ! 
Loving plants makes me want palm trees， the 
ocean， and mountains in the distance -the best 
of all worlds.That is my hope for retirement--
the cool moutains and year-round warmth of 
blooming flowers and lush green... (cut).. .Every 
place you 've been leaves a mark the longer the 
stay-the deeper the mark.But.. .intruding on all 
this is what you really want. To that end the 
vlSlon 1 have is of looking down on a blue bay 
with palm trees，sunlight，and warmth.It is not 
an imaginary vision -for 1 spent several summers 
in 8an Diego observing the very vislOn 1 have 
e.やすらぎの場所
次の資料は、自然の描写をもとにしたものであるが、
そこに“やすらぎ"という意味が込められている。
(例8)16歳女性・引っ越し5回
This lake is in the middle of a valley， sur-
rounded by mountains. On a sunny day the lake 
is crystal clear and can see the fish swimming 
around. 1 have only been there once but 1 hope 
1 will be going there more often...(cut)...It's 
very peaceful and a beautiful hike into Low 
Geiger Lake 
このように 「原風景」を“peaceful" と表現した人
は多かった。ただ日本の場合川と異なるのは、その中核
に「家」が存在していないということである。
f.自分だけの風景
自分だけの貴重な体験がもとになっている風景がある。
(例9)20歳女性 ・引っ越し 2回
The landscape which is most vivid in my 
imagination is not one from the U nited States， 
though 1 think that 1 remember it because 1 grew 
up in the Mountains in Montana. The landscape 
is a view of a portion of the Alps which 1 saw 
nearly everyday in 8wizerland. In the foreground 
is the lake near my town. The mountains are 
very high， rising abruptly from the plain， and 
(9) 
ar巴 rockyand green. 
(例10)47歳男性 ・引っ越し6回
My landscape is a view from the mountain 
named “The Grand Teton." My high school 
science teacher invited me to climb the moun-
tains with him. Once we stopped to nest he 
pointed to a tree and asked me to identify what 
kind of tree it was. 1 remembered what kind 
because he had taught us well. At that moment 
1 thought 1 would like to become a forester， and 
eventually that it what 1 did. 80 my landscape 
is a view looking over the valley and in the 
foreground is a Douglas fir tree with lots of 
cones so that 1 can identify it everytime 1 
remember it. 
これらは、いつも見る風景が、ある時のある出来事に
よって深く印象づけられたという例である。だから、同
じ風景を他の人がみても、その意味は自分とは全く違う
のである。
g.その他
ここで資料としてあげることはできないが、“そのよ
うな風景はない"と言って、調査を拒否した人がいる。
その人についての資料は何もないのであるが、話を聞く
ところによると、あちこち引っ越しばかりを繰り返して
いたので、どの風景がそのようなものになるのか自分で
もわからない、ということであった。
W考察
以上の結果から、全体的に日本における「原風景」と
よくにた内容のものがあげられていることが伺える。も
ちろんその風土は異なるので錨写も異なるものとなって
はいるが。ただ、筆者の資料は量的にも内容的にも限ら
れたものであり、また概念が的確に伝わっているかどう
か等の方法に対する疑問もあり、日本における資料と比
較するに値するものではなL、かもしれない。ある参考資
料としての考察が許されるなら、以下の2点について考
えられることをまとめてみたい。
1 i原風景」の形成年齢について
日本における調査と筆者のそれとの相違点として、被
調査者の年齢層が筆者の方が幅広いこと、「原風景」と
して恩い出されるものの時期を筆者は幼少期に限ってい
ない、ということがあげられる。
その結果、長い人生の間に経験した風景を振り返って
みても、幼少期のものが印象深いと意図的に指摘してい
るものがあり、幼少期のものが「原風景」になり易いこ
とを裏づける。しかし一方で、そうでないものもあり、
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必ずしも幼少期のみに形成されるのではなし、ことも示す
ことになる。今までの研究においては学生ばかりが被調
ついろいろな方面から追求していきたいと恩う。
査者になっていたために、幼少期のものを思い出し易かつ なお本研究の実施にあたり、 Miss8tephanie 8hadle 
たのかもしれない。奥野同は、幼年期と成年期が特に重 はじめ、 8hadlefamilyの多大なご協力を得ました。
要であると指摘しているが、その根拠をはっきり示して 紙面をかりで感謝いたします。
はいない。関線叫が言うように、“20歳前後の学生にとっ
て成年期に獲得したものが元になった原風景はいまだ対
象化できていないのかもしれないJ
いずれにせよ、限定はできないが、 「原風景」は幼少
期のものが核になり易い、という傾向にあることは本調
査においても示されたと思われる。
2 i家」について
日本における研究では、やすらぎの場所として、中核
に 「家」が存在するとの指摘がある。しかし、筆者の資
料からは、 「家」について語るものがほとんどなく、風
景のー要素としてのものが(例 1)に示される程度であ
る。この原因として、 「原風景Jの概念の伝わり方が、
日本人とアメリカ人とで異なっていたとも考えられるし、
「家」を強調するのは“内と外"にこだわる日本人の特
徴であり、強調しないのは、比較的気軽に日|っ越しをし
てある土地や家に固執しないアメリカ人の特徴である、
とも考えられるかもしれない。いずれにせよ、確かにす
るには今後の研究を待たねばならない。
おわりに
本研究は、筆者の F原風景」に関する最初の研究であ
る。しかも、渡米のまぎわに急に立てた調査計画に基づ
くものであり、その技術は未熟である。また、異なる文
化閣において調査する際の難しさを、改めて実感させる
ものであった。しかし、本研究から得られた疑問や問題
点に対する反省が、 「原風景」に関する第2・第3の研
究へと、筆者を導いている。まだまだ「原風景」という
のは分かりやすくて分かりにくいものであるが、少しず
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Summary 
This study is a first one for the writer to approach “the archetypal landscapes"， especially on the 
American ones. 
80me studies on them in Japan are referred to， but there are some problems such as the differ-
ences of cultures，and languages， so it will not be sure that the results of this study represent“the 
archetypal landscapes" of Americans themselves. There are，however，so many common contents 
between Japanese and American ones. 
Americans are gathered as follows， 
1 The descriptions of natures. 
2 The lanascapes which are stored in one's childhood. 
3 The corrent landscapes. 
(10 ) 
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4 The longed-for landscapes. 
5 The peaceful landscapes. 
6 The landscapes of one's own. 
This study will be one of references for the farther more studies of“th巴 archetypallandscapes" 
、、 ，
?
??， ? 、
